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1)小 川 滋f山 地小流域 の出水特性 に関す る研究(6)一 水 みち出水 モデルに

ついて,昭 和49年 度 土木学会西 部支部講演集

小 川 滋:山 地 小流域 の出水特性に関す る研 究(7)水 み ち出水 モデルの

適用について,一 第86回 日林大学講演

C.中 部 九 州 多雨 ・破 砕 地 帯 に お け る山崩 れ と

荒 廃 地化 防止 に 関す る研 究

木 梨 謙 吉 中 島 義 介

長 正 道 汰 木 達 郎

小 川 滋 井 上 晋

中部 九州 山岳地帯は 多雨破砕地帯にあ り、急峻な ところで、 いわ ゆる豪雨型山崩れ、 また断

層 破砕帯 の深層風 化の進 んだところでは、地すべ り性崩壊が多発す る。 それ らの崩壊に よって

山腹 ・渓 間に堆積 してい る不安定土砂は、 その後 につづ く豪雨型 山崩 れな どに よって土石流化

して下流へ被 害を与 えてい る。 また この地 帯は 多雨で破砕地帯土壌 も発達 し温帯森林地帯 を形

成 してお り林業 開発 も古 くか らお こなわれ てい る。 しか しなが ら、森 林生産に良好 な条件は、

山崩れ発生の要因 と密接に関連 してお り、 林業 開発 ・土地の高度利 用開発が急速 に展 開してい

る現在、 この開発 による危険が増大 し荒廃地化の徴候 もあ り災害の防止研究が急務 とされてい

る。

本研究の計画は,演 習林内において,研 究対象 の地域 を場所的に同 じとして各専門 分野よ り

本研 究テーマに対 して アプローチ し,演 習林内で総合 的な研究 を推進 す る一つの試みであ る。

1.研 究 計 画 ・方 法

まず、宮崎演習林(約3000ha)を 含 めた中 部九州 山岳地 帯におけ る山崩れ 等の多発

地帯 を試験地域 として設定す る。

1)植 相の変化 と土壌履歴の森林生態学的解析(汰 木 ・井上分担)



土壌の履歴について、年代的なTimescaleの もとに層位形成 の降雨 ・地形 ・植相 条件

を解析 して森林生態 と関連づけ ることに よ り、森林生 態を指標 とした土壌履歴条件 につい

て解析す る。

2)山 崩れの機構的要因の計量化 と災害ポ テンシアル図の作成(小 川 ・中島分担)

土 層の層位形成の特殊的条件 と、 いわゆ るパ イピング的崩壊 の機構 を解 明し、中間流 ・

地下水流の動 きを地形解析的に計量化 して、1)の 素因的土層履歴 と関連 させて災害 ポテ ン

シアル図 を作成す る。

3)災 害ポテ ンシアル図 を もととした森林施業技術 の開発計画(木 梨 ・長分担)

現 状の林業 技術計画 を災害ポテ ンシアル図 と対比 的に検討 して災害 防止的施業技術開発

をお こな う。

以上を基礎 的な研 究 として、応用的 には、崩壊跡地 などへの植相導 入、不安定土砂の流 出、

土石流化な どによ る災害形態を明 らか にしてその防止、森林施業技術の具体化をは か る。

2.研 究 経 過

本試験地域 の中心であ る宮 寄演習林は、従来 か ら災害のた びに事例報告的な調査、空中写

真の撮影 な どがお こなわれてお り資料の集積が ある。 これ らの資料 を もとに、 本研 究を各専

門分野毎 に整理 し、総合 的な課題 を設定 してみた。演習林におけ る一つの新 しい研究 の方向

を示す ものとして、科学研究費 自然災害科学特別研究(代 表者木梨謙吉)を 申請 した。


